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今
年
の
日
本
看
護
歴
史
学
会
第
五
回

大
会
は
、
八
月
二
四
・
二
五
日
に
国
立

名
古
屋
病
院
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
今
年
、
名
古
屋
を
開
催
地
と
し
た

こ
と
は
、
看
護
歴
史
の
上
か
ら
み
て
も

意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
、
愛
知
・
岐
阜
両
県
下
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
を
生
じ
た
濃
尾
大
地

震
の
際
に
、
教
育
を
受
け
た
専
門
看
護

婦
が
最
初
の
救
護
活
動
を
行
な
っ
て
か

ら
、
百
年
目
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。

「
百
雷
の
頭
上
に
墜
落
せ
し
と
思
ふ

間
も
な
く
劇
烈
な
震
動
を
お
こ
し
、
瓦

飛
び
屋
倒
れ
、
地
裂
け
井
潤
れ
」
と
、

記
録
さ
れ
て
い
る
。
（
『
濃
尾
震
誌
』
）

こ
の
大
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
）

は
百
年
前
の
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）

一
〇
月
二
八
日
午
前
六
時
三
八
分
に
発

吉
川
　
龍
子

生
し
、
死
者
七
二
七
三
名
、
傷
者
一
万

七
一
七
五
名
、
家
屋
全
壊
一
四
万
二
一

七
七
戸
と
い
う
大
被
害
を
生
ん
だ
。
わ

が
国
の
内
陸
地
農
と
し
て
は
最
大
の
も

の
で
あ
る
　
（
『
理
科
年
表
』
）
。

災
害
発
生
後
萬
ち
に
地
元
の
医
師
ら

に
よ
る
救
護
が
始
ま
っ
た
が
、
被
害
甚

大
の
た
め
人
手
も
医
療
品
も
不
足
し
、

惨
状
を
増
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
愛
知
県
知
事
の
要
請
に
応
じ

て
翌
二
九
日
夜
に
は
東
京
の
日
本
赤

十
字
社
病
院
か
ら
救
護
班
が
出
発
、
一

昼
夜
か
か
っ
て
三
〇
日
夜
に
名
古
屋
に

到
着
し
、
三
一
日
か
ら
愛
知
県
下
の
仮

病
院
で
救
護
を
開
始
し
た
。
三
〇
日
朝

出
発
の
別
姓
も
、
二
月
一
日
に
岐
阜

県
下
で
救
護
活
動
を
始
め
、
そ
の
後
も

救
護
班
の
派
遣
が
続
い
た
。

関
東
地
域
か
ら
は
、
東
京
慈
恵
医
院

な
ど
の
各
病
院
、
東
京
婦
人
矯
風
会
な

ど
、
関
西
か
ら
も
京
都
の
同
志
社
病
院

な
ど
の
看
護
婦
が
派
遣
さ
れ
た
。

日
本
に
お
い
て
看
護
婦
の
養
成
教
育

が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
ま
だ
間
も
な
い

こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
赤
十
字
社

病
院
派
遣
看
護
婦
二
〇
名
の
う
ち
、
一

〇
名
が
同
じ
月
に
学
業
を
終
え
た
ば
か

り
の
第
一
期
生
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
教

育
を
受
け
た
看
護
婦
の
数
は
実
際
に
は

少
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
き
び
し
い

状
況
下
で
、
看
護
婦
た
ち
は
文
字
通
り

不
眠
不
休
の
業
務
に
従
事
し
、
多
く
の

人
命
を
救
っ
た
。

震
災
後
数
日
を
経
て
救
護
所
に
運
ば

れ
て
き
た
頭
部
裂
傷
の
あ
る
患
者
は
、

「
其
凝
血
毛
髪
塵
填
卜
共
二
乾
燥
シ
硬

固
ナ
ル
コ
ト
板
ノ
如
ク
一
夕
ヒ
毛
髪
ヲ

去
レ
ハ
腐
敗
性
ノ
貯
膿
血
液
卜
共
二
流

出
シ
或
ハ
内
二
組
虫
ヲ
充
タ
ス
ア
リ
」

（
『
日
本
赤
十
字
社
史
稿
』
）
と
い
う

あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

こ
の
救
護
活
動
に
加
わ
っ
た
看
護
婦

の
縁
故
者
の
話
で
は
、
の
ち
の
戦
時
救

護
よ
り
も
濃
尾
大
地
震
救
護
の
体
験
の

方
が
、
本
人
の
記
憶
の
中
に
印
象
強
く

焼
き
つ
い
て
い
た
と
い
う
。

縞
も
よ
う
の
筒
袖
の
和
服
に
白
エ
プ

ロ
ン
と
白
帽
姿
の
看
護
婦
の
活
動
ぶ
り

が
、
写
真
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
人
々
は
、
看
護
婦
と
い
う
職

業
の
存
在
さ
え
殆
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た

か
ら
、
彼
女
ら
の
献
身
的
な
活
動
を
目

の
あ
た
り
に
し
て
、
「
女
の
先
生
」
と

あ
が
め
、
あ
た
か
も
医
博
士
の
ご
と
く

に
尊
敬
し
た
　
（
『
女
学
雑
誌
』
第
二
九

九
号
）
。

看
護
婦
に
よ
る
災
害
救
護
活
動
は
そ

の
後
も
三
陸
津
波
二
八
九
六
年
）
、

関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
）
　
を
は
じ

め
数
多
く
行
な
わ
れ
、
現
在
で
は
外
国

で
の
大
災
害
の
際
に
も
派
遣
さ
れ
て
、

国
際
救
援
の
実
を
あ
げ
て
い
る
。

災
害
救
護
を
支
え
て
い
る
看
護
婦
の

活
動
は
、
あ
ま
り
報
道
さ
れ
な
い
の
で
、

一
般
の
人
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
先

の
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
事
故
（
一
九

八
五
年
）
　
で
も
、
生
存
者
四
名
の
報
に

医
師
と
共
に
看
護
婦
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

か
ら
現
場
に
降
下
し
て
、
応
急
処
置
を

行
な
い
、
そ
の
生
命
を
救
っ
た
の
に
、

社
会
に
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
。

看
護
歴
史
の
上
で
、
看
護
婦
の
救
護

活
動
と
い
え
ば
戟
時
救
護
に
だ
け
目
を

向
け
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
の
活
動
貴

か
ら
み
れ
ば
、
災
害
救
護
の
方
が
は
る

か
に
多
い
の
で
あ
る
。

地
震
を
は
じ
め
津
波
、
台
風
、
噴
火

な
ど
の
災
害
が
多
く
、
そ
の
度
に
死
傷

者
を
出
し
て
き
た
日
本
災
害
史
の
中
の
、

百
年
に
お
よ
ぶ
看
護
婦
の
災
害
救
護
の

実
績
を
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
見
直
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
．
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「
㌻
㌢
≠
一

去
る
八
月
二
四
日
午
後
四
時
よ
り
、

日
本
看
護
歴
史
学
会
第
五
回
総
会
が
国

立
名
古
屋
病
院
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

一
、
一
九
九
〇
年
度
活
動
報
告
す
で

に
研
究
者
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て

き
た
が
、
尚
一
層
の
努
力
を
求
め
る
。

一
、
本
会
会
報
は
会
員
と
の
意
志
の
疎

通
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
事
情

に
よ
り
そ
の
発
行
が
大
幅
に
遅
れ
た
。

ま
た
機
関
誌
も
執
筆
者
の
都
合
で
発

行
が
遅
れ
た
。
合
わ
せ
て
謝
罪
す
る
。

一
、
本
年
度
は
、
昨
年
の
総
会
で
了
承

を
得
た
と
お
り
、
保
健
婦
5

0
年
記
念

事
業
の
内
容
を
幹
事
会
で
決
定
し
、

本
大
会
を
記
念
大
会
と
す
る
と
と
も

に
記
念
テ
レ
カ
を
作
製
し
た
。

一
、
本
会
は
年
会
費
三
千
円
で
運
営
し

て
き
た
が
、
最
近
、
印
刷
費
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
経
営
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
総
会
の
場
で
次
年

度
よ
り
四
千
円
に
す
る
こ
と
を
提
案

し
、
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

本
会
会
則
第
六
条
の
中
の
「
年
会
費

三
〇
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
を
本
年
八

月
二
五
日
付
で
「
年
会
費
四
〇
〇
〇

円
」
と
改
正
さ
れ
た
。
今
後
、
会
の

充
実
に
鋭
意
努
力
し
た
い
。

日本看護歴史学会1991年度予算

収　入　の　部　（単位　円）

項　　　 目 予 算 額 摘　　 要
前 年 ‾度 ‾
決 琴 額

前年度繰 り越 し
金

308，978 306，783

会　 費 450，000 150 ×3，000 480．000

寄付金 その他 の
収 入

10，000 19，342

合　　　 計 768，978 806，125

収　入　の　部　（単位　円）

項　　　 目 予算額 摘　　 要
前 年度
決 算額

事務経費 120，000 85，68 2

印刷費 （20即 0）

（100，00 0）

（4，635）

通信費

事務用品費
（81，04 7）

幹事会開催費 100，000 55，000

出版費 280，000

年 3 回分

79，310

会報発行費 （100，000） （79，310）

学会誌発行費 （180，000）

●

年 1 回 （　　 0）

会員名簿費 0 1回／ 3年 0

総　 会　 琴 50，000 38，588

分 科 会 費 20，000 ・18，975

予　 備　 費 198，978 前年度学会

誌発行費
（18万円）

未執行分を

含む

180，250

合　　　 計 768，978 457，805

日本看護歴史学会1990年度会計報告
収　入　の　部　（単位　円）

項　　　 目 予 算 額 決 算 額 差　 し
引＿き額

周 年襲繰り越し金 3雌，783 306，783 0
会　 費 450，00∩ 480，000

88会費 6人
89会費32人
9臆 費8 9人
（内新規16人）
91会費32人

一一92会費＿＿＿！A計 160×3000

30，000

寄付金右の他 10，000 19，342 9，34 2
の収入 会誌売上 4，500

手I仔　 4，842

合　　　 計 766，7幻 806，125 3叩 4‾云

支　出　の　部　（単位　円）

項　　　 目 予 算 額 決 算 額 差　 し
引 き 額

事務経費 80，000 85，682 ▲ 5，682

印刷費 （2 0，00 0） （4；635）
l（81・047）通信費 （40，000）

」＿＿＿一＿＿草 野用品琴 （2仇000）
幹事開催費 100，000 55，000 」鴫即q】＿＿＿＿
出版費 300，000 79，310 220，690
会報発行費 （120，000） （79，310）

学会誌発行琴 （180，000）

内訳
8号27，810
9号20，600
10号30．900

（ 0）
会員名簿費 0 1回／3年 0
鱒　 会　 費 50，000 38，588 11，412
分 担 会 費 20，000 18，975 1，025
予　 備　 費 2 16，783 1釦，250

（学会誌3号）
36，533

合　　　 計 766，783 457，805 308，978

次年度への繰り越し額実収入額766，783円一実支出額457，805円＝308，978円ー2－
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分
科
会
報
告分

科
会
担
当

渡
部
　
尚
子

第
五
回
分
科
会
で
は
、
計
五
分
科
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
各
分
科
会
の
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
文
学
・
映
像
に
み
る
看
護
　
参
加

者
六
名
。
五
十
嵐
茹
氏
か
ら
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
小
説
を
も
と
に
十

九
世
紀
英
国
の
看
護
婦
の
社
会
的
評
価

に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
の
話
題
提

供
。
小
説
に
描
か
れ
た
看
護
婦
像
が
社

会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
に
言
及

し
て
い
る
文
献
の
紹
介
と
社
会
的
影
響

に
つ
い
て
報
告
。
参
加
者
か
ら
の
新
資

料
の
提
供
を
加
え
て
意
見
交
換
。
今
後

の
研
究
課
題
－
さ
ら
に
関
係
文
献
を
収

集
し
考
察
す
る
。

二
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
　
参
加
者
九
名
。

上
岡
澄
子
・
吉
川
龍
子
氏
か
ら
明
治
期

の
女
子
教
育
の
記
事
に
み
る
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の
引
用
に
つ
い
て
の
資
料
紹
介
。

わ
が
国
に
お
け
る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

受
容
と
時
代
変
遷
に
よ
る
そ
の
変
化
を

ア
メ
リ
カ
と
の
対
比
を
含
め
て
意
見
交

換
。
今
後
の
研
究
課
題
－
資
料
の
社
会

背
景
の
分
析
、
日
本
の
近
代
史
の
中
で

受
容
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

三
、
助
産
史
　
参
加
者
七
名
。
佐
山
光

子
氏
か
ら
職
業
確
立
過
程
に
あ
る
埼
玉

県
の
明
治
期
産
婆
に
関
す
る
研
究
に
つ

い
て
の
研
究
経
過
報
告
。
資
料
検
索
や

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

今
後
の
研
究
課
題
－
参
加
者
に
対
し
同

視
座
に
よ
る
研
究
取
り
組
み
の
呼
び
掛

け
、
他
府
県
と
比
較
考
察
。

四
、
近
代
看
護
史
　
参
加
者
四
名
。
鵜

沢
陽
子
氏
よ
り
千
葉
県
の
明
治
期
の
病

院
に
関
す
る
資
料
提
供
。
そ
れ
を
も
と

に
看
護
婦
の
役
割
と
看
護
の
変
遷
を
め

ぐ
っ
て
意
見
交
換
。
今
後
の
研
究
課
題

－
明
治
期
の
看
護
学
校
設
立
後
の
変
遷
、

他
府
県
と
の
病
院
看
護
の
比
較
、
教
育

や
人
脈
の
流
れ
な
ど
を
調
査
。

五
、
看
護
教
育
史
　
参
加
者
九
名
。
看

護
教
育
に
対
し
、
他
分
野
と
比
較
し
つ

つ
意
見
交
換
、
討
議
。
看
護
の
教
科
書

に
つ
い
て
論
点
集
中
。
今
後
の
研
究
課

題
1
過
去
の
教
科
書
の
看
護
技
術
に
関

す
る
資
料
を
収
象
、
記
述
内
容
調
査
。

≡三二二三‾二二二三二一二
二二－－　‾‾‾‾‾‾‾‾‾二

－‾　‾　‾‾‾＿＿二　　‾二－－▲？　二＿∴　一一二三二二二ヰ　一一∴三二■二二二‾∴‾二　一一一＿㌻二二‾‾二：二千‾‾‾三　　二一一一二三一一　二∴二二・一一一　＿‾r一一三一二一‘二‾　一　一一一一÷二　二▼二二一一＿　＿＿＿，丁■！
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日
本
看
護
歴
史
学
会
誌

投
稿
の
募
集
に
つ
い
て

投
稿
規
程
に
従
い
、
本
年
も
十
二
月

二
十
日
〆
切
り
と
し
て
原
稿
を
募
集
し

ま
す
。

編
集
委
員
会
事
務
局

東
京
都
新
宿
区
信
濃
町
三
五

慶
応
義
塾
看
護
短
大
内藤

村
龍
子
気
付

≡二二二二三≡÷こ■二十±二三一二≡‾■■　＿＿＿　　＿

看
護
の
最
長
経
験
者
と
い
う
こ
と
で

指
名
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
愚
見
を
述

べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
大
会
第
五
回
目

を
迎
え
て
、
会
場
で
は
、
お
顔
見
知
り

の
方
も
出
来
、
何
と
な
く
、
親
し
み
易

く
、
気
軽
に
参
加
出
来
て
よ
か
っ
た
と

恩
い
ま
し
た
。
年
齢
を
問
わ
ず
、
新
旧

を
問
わ
ず
、
暖
か
く
受
け
入
れ
て
下
さ

っ
て
有
難
か
っ
た
と
い
う
若
い
方
の
声

も
あ
り
ま
し
た
。
企
画
、
準
備
、
を
担

当
さ
れ
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
分
科
会
で
は
、
数
多
く
の
、
目

新
し
い
資
料
が
配
布
さ
れ
、
自
由
に
討

論
も
出
来
て
、
大
き
い
収
穫
が
得
ら
れ

ま
し
た
。
研
究
発
表
に
つ
い
て
は
、
発

表
者
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
努
力

の
程
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
も
っ
と

研
究
を
深
め
ら
れ
る
た
め
に
も
、
今
少

し
、
時
間
を
か
け
て
、
ア
下
バ
イ
ス
等
、

あ
れ
ば
聴
く
側
に
も
よ
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
五
年
間
に
、
看
護
史
の
研
究
の

必
要
性
を
認
め
て
、
こ
の
会
に
参
加
さ

れ
、
各
々
の
立
場
で
、
地
道
に
取
り
組

ん
で
い
ら
れ
る
方
々
も
あ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
現
状
に
於
て
、
参
加
者
と

企
画
側
の
意
図
か
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

一
寸
、
理
解
し
に
く
い
と
い
う
感
じ
を

持
っ
て
い
ま
す
。

「
研
究
者
を
育
て
る
」
と
か
、
看
護
教

育
の
資
料
と
な
る
為
の
　
「
研
究
結
果
を

形
で
表
す
」
（
ま
と
め
る
）
と
か
　
「
啓
発

の
た
め
の
勉
強
会
に
す
る
」
と
か
、
と

言
っ
た
こ
と
が
意
義
と
し
て
、
或
い
は
、

目
的
と
し
て
、
あ
げ
ら
れ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
形
式

に
於
て
、
そ
う
し
た
到
達
地
点
に
向
う

要
素
は
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
実

質
的
な
歩
み
が
弱
い
、
と
い
う
感
じ
が

し
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
確
と
し
た
目

的
の
な
い
ま
ま
、
興
味
、
関
心
を
充
た

す
た
め
の
勉
強
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
、

と
い
う
の
に
、
こ
の
よ
う
な
、
意
見
を

述
べ
る
資
格
は
な
い
か
も
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
一
回
毎
に
、
一
時
的
な
勉
強
の

場
で
終
っ
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て
お

り
ま
す
。
同
様
に
、
い
さ
さ
か
、
物
足

り
な
い
心
境
で
い
る
人
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
学
会
の
存
在
は
、
将
来
へ
向
け

て
大
変
貴
重
な
役
割
を
担
う
も
の
と

し
て
、
期
待
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
意
見
を

吸
収
し
て
、
土
台
を
固
め
て
行
く
こ
と

が
、
今
、
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
広
く
社
会
的
、
或
い
は
学
術
的
、

探
求
に
資
す
る
た
め
の
力
を
養
う
こ
と

が
出
来
る
よ
う
希
っ
て
お
り
ま
す
。
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記
念
講
演
を
聞
い
て

「
保
健
婦
五
十
年
記
念
」
に
ち
な
み
、

保
健
婦
誕
生
の
礎
を
築
か
れ
た
丸
山
博

先
生
は
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
保
健
婦

活
動
の
魁
と
な
ら
れ
た
前
田
ア
ヤ
先
生

は
聖
路
加
国
際
病
院
に
お
け
る
公
衆
衛

生
活
動
に
つ
い
て
当
時
の
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
の
時
代
も
過
去
の
も
の
と
な
り
、

ま
た
戦
後
の
混
乱
期
を
知
ら
な
い
　
（
も

ち
ろ
ん
若
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）
私
に

と
っ
て
は
、
保
健
婦
の
生
の
歴
史
の
一

端
を
う
か
が
い
知
る
員
重
な
機
会
で
し

た
。お

二
人
と
も
八
十
歳
を
過
ぎ
て
、
い

ま
な
お
、
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
お
ら
れ
、

お
話
の
端
々
か
ら
歴
史
的
な
流
れ
の
中

で
保
健
婦
の
将
来
を
鋭
く
見
据
え
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
戦
前
、
戦
後
の

公
衆
衛
生
活
動
に
従
事
し
た
保
健
婦
さ

ん
や
助
産
婦
さ
ん
の
体
験
談
や
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
聞
く
た
び
に
、
い
き
い
き
と
し

た
人
間
臭
さ
と
理
想
と
熱
意
に
燃
え
て

人
々
の
健
康
問
題
に
取
り
組
ん
だ
息
吹

き
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験
談

は
看
護
職
で
あ
っ
て
も
今
の
若
い
人
達

に
は
想
像
も
つ
か
な
い
別
世
界
の
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
夏
、

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

を
探
し
て

日
本
は
い
ま
、
情
報
化
社
会
、
ハ
イ

テ
ク
時
代
へ
と
大
き
く
様
変
わ
り
し
、

ま
さ
に
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
人
々

の
生
死
は
病
院
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
看
護
職
は
地
域
か
ら
施
設
へ
と

吸
収
さ
れ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
の
ケ
ア
や
役
割
は
そ
の
是
非
は
別

と
し
て
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
い
ま
、
保
健
福
祉
医
療
の
状

況
が
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
こ
と
を
思

う
と
、
こ
の
流
れ
の
中
で
、
看
護
職
が

何
を
獲
得
し
、
何
を
失
っ
た
の
か
、
失

っ
た
も
の
の
価
値
を
問
い
直
し
て
み
る

必
要
が
あ
る
と
恩
い
ま
し
た
。
い
ま
必

要
な
の
は
看
護
専
門
職
と
し
て
の
「
手

と
目
で
護
る
」
実
践
的
で
確
固
た
る
看

護
の
　
「
技
術
」
で
は
な
い
か
と
考
え
る

こ
の
頃
で
す
。

小
玉
香
律
子

八
月
後
半
、
ト
ル
コ
は
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
、
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ア
の
ア
テ

ネ
、
と
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
ゆ
か
り
の
地

を
訪
ね
る
旅
を
し
た
。
〓
付
二
三
人

の
多
く
が
看
護
史
を
教
え
る
か
研
究
す

る
か
し
て
い
る
者
で
、
私
も
含
め
こ
れ

ら
の
地
を
踏
む
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。

「
四
隅
に
塔
の
あ
る
巨
大
な
方
形
の

建
物
」
は
現
在
ト
ル
コ
陸
軍
の
本
部
で

あ
る
た
め
、
見
学
許
可
を
と
る
の
が
大

変
だ
っ
た
ら
し
い
。
全
長
四
マ
イ
ル
の

ベ
ッ
ド
の
列
が
あ
っ
た
廊
下
を
歩
き
、

あ
の
時
の
看
護
婦
塔
に
登
っ
た
。
記
憶

が
ど
っ
と
建
っ
た
、
と
言
っ
た
ら
お
か

し
い
の
だ
ろ
う
が
、
そ
う
だ
っ
た
。
次

い
で
海
峡
を
隔
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
か

ら
全
景
を
望
む
と
、
英
国
に
彼
女
を
訪

ね
た
一
昨
年
の
旅
を
続
け
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
き
た
。
そ
の
思
い
を
振
り

切
り
、
ク
リ
、
、
、
ア
以
前
の
若
い
フ
ロ
レ

ン
ス
を
追
っ
て
エ
ジ
プ
ト
へ
。

著
作
『
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
手
紙
』
を

も
と
に
、
彼
女
と
同
じ
く
カ
イ
ロ
か
ら

ア
ブ
シ
ン
ベ
ル
ま
で
ナ
イ
ル
を
潮
る
計

画
を
た
て
た
。
も
っ
と
も
彼
女
は
船
、

我
々
は
飛
行
機
、
彼
女
は
五
か
月
、
我

々
は
五
日
。
し
か
し
、
エ
ジ
プ
ト
の
空

と
砂
と
ナ
イ
ル
、
そ
れ
に
古
代
か
ら
の

声
は
一
四
〇
年
前
も
変
ら
な
か
っ
た
ろ

う
。
現
代
の
彼
の
地
の
人
々
の
暮
し
も

こ
の
夏
の
よ
う
に
あ
っ
た
ろ
う
。
つ
ま

り
彼
女
の
見
た
も
の
を
我
々
も
見
た
の

で
あ
る
。
た
だ
、
彼
女
は
苦
し
ん
で
い

た
。
三
〇
歳
が
目
前
と
い
う
の
に
別
の

人
生
へ
と
踏
み
切
れ
な
い
そ
の
苦
し
み

を
、
エ
ジ
プ
ト
の
も
ろ
も
ろ
は
い
っ
そ

う
つ
の
ら
せ
て
い
た
気
配
が
あ
る
。

ア
テ
ネ
で
そ
れ
は
最
高
潮
に
透
し
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
我
々
は
パ
ル
テ

ノ
ン
の
丘
下
に
ユ
ー
メ
ニ
デ
ィ
ー
ズ
の

洞
窟
を
探
し
あ
て
、
独
り
そ
こ
に
坐
し

て
考
え
る
フ
ロ
レ
ン
ス
に
会
っ
た
。

医学の歴史を訪ねてみませんか′
◆医学に関する古書 ・医学資料 ・書画 ・
写真など多数の文化財が保存 ・展示さ

れています。

疫虐童イじ愈
◆所在地　 あ 198 青梅市黒沢 1－722 －31 嘗 0428 －24 －5444

◆ J R 青梅線一東青梅駅下車、バス 5分　 聖明園前下車

◆開館時間 10 ：00 ～ 16 ：00　 ◆休館日　 毎週月曜日

4



第11号　　　　　　　　　　　日本看護歴史学会会報　　　　　　1991年10月31日

日本看護歴史学会：講演・シンポジウム・研究発表（1987～1991年）

年　 月　 日 プ ログラム テ　　 ー　　 マ　 （演者）

特 別 講 演

記 念 講 演

シンポジウム

講 演

放 談 会

記 念 講 演

シンポジウム

講 演

〝

お雇い外国人の研究とその課題’8 7 ． 8 ． 2 6

’8 8 ． 8 ． 2 0

8 ． 2 1

’8 9 ． 8 ． 1 9

8 ． 2 0

’9 0 ． 8 ． 1 8

8 ． 1 9

，9 1 ． 8 ． 2 4

仏教大学教授 ：梅渓　　 昇
女子教育史の視点から看護教育を考える

群馬県立女子大学教授 ：村田　 鈴子
同時代史としての戟後の看護を語る

看護制度の面から ：都築　　 公
看護教育の面か ら：武藤　 美知
看護管理の面か ら：草刈　 淳子

医療と看護婦 ・中国の場合
神戸大学教授 ：冤　 久美子

私のみた戦後の看護教再改革
元上‡本看護協会会長 ：小林富美栄
元東京都看護協会会長 ：吉田　 浪子
当時東京看護模範学院生徒 ：氏家　 幸子

歴史研究の基礎
東京大学教授 ：寺崎

歴史的研究の実践
ナイチンゲール研究所 ：小南　 吉彦
元 日本看護大学図書館 ：吉川　 龍子
看護史研究会 ：坂本　 玄子

保健婦誕生にかかわって
元大阪大学衛生学教授 ：丸山　 博

聖路加の公衆衛生看護活動のあゆみ
聖路加看護大学名誉教授 ：前田　 アヤ

学
問
を
築
く
こ
と

千
葉
大
学
看
護
学
部
三
年

滝
沢
　
道
子

私
は
大
学
入
学
の
直
後
よ
り
将
来
は

看
護
学
を
己
れ
の
力
で
人
類
の
最
高
形

態
た
る
学
問
の
レ
ベ
ル
ま
で
高
め
る
と

言
う
目
標
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
為
に

過
去
の
優
れ
た
先
人
の
残
さ
れ
た
書
物

は
可
能
な
限
り
に
読
み
あ
さ
っ
た
。
医

療
関
係
は
勿
論
の
事
、
哲
学
の
方
に
も

多
く
傾
倒
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら

カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
至
る
ま
で
、
時

代
の
あ
ら
ゆ
る
個
別
科
学
を
総
括
し
て

そ
の
時
代
の
学
問
の
最
高
結
晶
た
ら
し

め
た
偉
人
の
書
は
特
に
読
み
、
彼
ら
が

如
何
に
し
て
そ
こ
迄
の
高
み
に
至
る
事

が
出
来
た
の
か
、
そ
の
秘
密
を
探
る
事

に
嬉
々
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
。
彼

ら
は
偶
然
そ
れ
を
作
り
出
し
た
訳
で
は

な
い
。
き
っ
と
そ
の
中
に
は
法
則
性
が

あ
る
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し

そ
の
夢
は
私
の
拙
い
学
識
能
力
の
故
に

あ
た
か
も
気
体
を
掴
む
よ
ケ
な
空
虚
な

幻
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
歴
史
は
又
、

身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な

折
に
高
橋
助
教
授
か
ら
学
会
へ
の
お
誘

い
を
頂
き
、
か
つ
て
感
動
し
て
丸
山
博

氏
の
書
を
読
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

ま
さ
に
天
に
も
昇
る
よ
う
な
気
持
ち
で

学
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。
学
会
に

お
い
て
私
は
看
護
学
の
最
前
線
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
、
図
書
館
の
書
架
で
名

前
を
認
め
た
方
々
に
直
に
お
話
を
伺
う

事
が
で
き
た
。
学
問
へ
の
真
撃
な
取
り

組
み
に
加
え
て
人
間
愛
溢
れ
た
そ
の
お

人
柄
は
何
よ
り
も
私
を
憧
れ
さ
せ
た
。

そ
の
人
生
の
目
標
と
す
る
人
に
め
ぐ
り

あ
え
た
日
、
私
は
ま
た
学
問
を
築
き
あ

げ
る
た
め
の
歴
史
研
究
の
意
義
を
確
認

す
る
事
が
で
き
た
。
第
一
に
歴
史
上
優

れ
た
学
的
発
展
を
生
み
出
し
た
偉
人
は
、

人
間
の
生
活
に
関
わ
る
所
の
全
て
の
事

象
－
政
治
・
社
会
・
経
済
・
科
学
・
文

化
・
教
育
等
－
を
対
象
と
し
、
あ
ら
ゆ

る
対
立
事
象
を
操
作
・
解
決
し
て
い
っ

た
過
程
を
有
し
、
ま
さ
に
弁
証
法
的
歩

み
を
進
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
み
で
な
く
、
非
常

に
具
体
的
な
方
法
論
を
我
々
の
前
に
提

示
し
て
い
る
。
我
々
の
使
命
は
そ
の
史

実
に
論
理
の
光
を
当
て
、
科
学
的
方
法

論
を
抽
出
し
、
実
践
学
と
し
て
現
代
の

医
療
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
す
る
事

で
あ
る
。
第
二
に
史
実
を
研
究
す
る
事

に
よ
り
、
看
護
の
然
る
べ
き
あ
り
方
・

看
護
理
論
が
明
確
と
な
る
事
で
あ
る
。

第
三
に
史
実
と
照
ら
し
合
わ
す
事
に
よ

り
、
現
代
に
お
け
る
諸
問
題
を
分
析
す

る
事
が
で
き
る
。
以
上
で
あ
る
。

私
は
こ
れ
よ
り
歴
史
を
学
び
学
的
研

鎖
に
一
層
励
ん
で
い
こ
う
と
決
心
し
た
。
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三
二
二
≡
三
二
三
三
三
二
三
三
二
二
≡
三
二
ニ
三

事
務
局
だ
よ
り

◆
会
員
消
息

住
所
変
更
（
敬
称
略
）

小
栗
克
子
1
弘
子
治
市
小
倉
町
老
ノ
木

2
1
宇
治
川
病
院

岡
山
寧
子
1
侶
長
岡
京
市
竹
の
台
T

A
－
一
〇
三

金
谷
光
子
1
机
京
都
市
伏
見
区
深
草
西

浦
町
四
－
4
－
4
9
シ
ャ
ト
ー
深
革
Ⅱ

安
岡
理
宇
1
2
77
柏
市
布
施
新
町
千
一

、
、
、
ニ
テ
ィ
弥
生
四
〇
二

山
田
要
子
0

6
3
札
幌
市
西
区
西
野
十
条

九
丁
目
二
0
1
五

宮
崎
徳
子
4
6
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸

四
－
一
1
一
国
立
名
古
屋
病
院
看
護

助
産
学
校
内

奥
田
享
4
5

3
名
古
屋
市
中
村
区
太
閤

五
－
六
－
六

青
山
美
智
代

寺
町
王
子
一
一

滝
本
美
佐
子

6
3
奈
良
県
北
葛
城
郡
王

－
一
－
二
七
1
四
一
七

572
寝
掃
川
市
池
田
三
1

◆
保
健
婦
5
0
年
記
念
テ
レ
カ
の
発
売

す
で
に
御
案
内
し
た
よ
う
に
、
本
年

が
保
健
婦
制
度
制
定
後
五
〇
年
目
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
、
本
会
で
は
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
レ
カ

を
作
製
し
発
売
し
て
お
り
ま
す
（
5

0
度

数
、
一
枚
八
百
円
）
。
ぜ
ひ
記
念
に
御

購
入
下
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
先
は
本

会
事
務
局
宛
に
ハ
ガ
キ
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
（
亀
山
）

宮
原
紀
子
1
相
模
原
市
横
山
台
ニ
ー
1

5

－
2
1
－
一
〇
四

伊
藤
孝
治
1
4

6
名
古
屋
市
名
東
区
梅
森

坂
三
－
三
二
三

小
南
吉
彦
1
3
5
9
所
沢
市
中
手
指
町
T

L
ー
1

7
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
研
究
所
内

榛
葉
益
枝
1
刷
掛
川
市
葛
川
一
〇
三
七

加
納
尚
美
1
禦
還
若
松
市
山
見
町
3

3

丘
十
嵐
方

●
新
入
会
員
紹
介
（
敬
称
略
）
●

南
里
令
子
8

4
3
－
0
3
佐
賀
県
小
城
郡
芦
刈

新
村
五
三
六

船
村
朋
子
1

4
4
東
京
都
大
田
区
西
蒲
田

八
1
2
3
－
九
マ
ン
シ
ョ
ン
亀
楽
4
A

滝
沢
遺
子
犯
千
葉
市
弥
生
町
四
主
テ

一
－
四
九

三
ツ
山
井
子
東
京
都
昭
島
市
つ
つ
じ

が
丘
三
－
ニ
ー
ニ
ー
九
〇
六

佐
藤
睦
子
亀
岡
市
曽
我
郡
町
寺
広
畑

ニ
ー
二

金
井
悦
子
1

5
5
東
京
都
世
田
谷
区
北
沢

五
－
一
七
1
一
六

坂
本
玄
子
1

5
6
東
京
都
世
田
谷
区
経
堂

五
－
三
五
－
七

濱
中
喜
代
2
7

3
船
橋
車
金
杉
千
二
八

七
船
橋
市
立
看
護
専
門
学
校

改
姓
・
住
所
変
更
（
敬
称
略
）

平
井
真
由
美
1
澤
田
真
山
美
（
7
0
0
岡
山

市
奥
国
西
町
一
－
一
六
－
三
〇
三
）

退
会
者
（
敬
称
略
）

増
本
書
枝
、
亀
岡
里
美
、
朝
倉
あ
つ
子

杉
野
元
子

◆
丸
山
博
先
生
の
御
著
書
紹
介

『
丸
山
博
著
作
集
　
全
3
巻
』
農
山
村

文
化
協
会

『
保
健
婦
・
養
護
教
諭
と
と
も
に
』
医

療
図
書
出
版

『
森
鴎
外
と
衛
生
学
』
頚
草
書
房

『
い
の
ち
と
食
　
－
食
生
活
の
基
本
を

問
う
』
せ
せ
ら
ぎ
出
版

『
1
4
年
目
の
訪
問
　
－
　
森
永
ひ
素
ミ
ル

ク
中
毒
追
跡
調
査
の
記
録
』
森
永
ミ

ル
ク
中
毒
事
件
調
査
会
　
　
は
か

編
　
集
　
後
　
記
毒
…
…
…
…
…
…

よ
く
、
出
版
社
は
執
筆
者
の
遅
筆
を

見
込
ん
で
早
目
に
原
稿
締
切
日
を
決
め

る
。
執
筆
者
は
出
版
社
の
そ
の
戦
術
を

見
抜
い
て
締
切
日
が
き
て
か
ら
書
き
始

め
る
。
原
稿
締
切
日
に
経
る
話
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
。
．
や
個
、
初
め
て
編

集
役
を
引
受
け
、
締
切
日
の
こ
の
三
文

字
の
重
み
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る

日
々
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
（
渡
）

（
デ
ザ
イ
ン
　
小
田
垣
覚
氏
）

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
十
二
号

編
集
・
発
行
責
任
者

〒
摘
浦
和
市
上
大
久
保
五
完

埼
玉
県
立
衛
生
短
期
大
学

渡
部
　
尚
子

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

〒
6
1
5
京
都
市
右
京
区
西
院
月
双
町
‖

マ
ン
ハ
イ
ム
五
条
三
〇
九

亀
山
美
知
子
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